
資料４ 

標準偏差（σ）について 
 

標準偏差とは，測定値のバラツキの度合いを表すもので広く用いられている。標準偏差が小

さいということは全体のバラツキが小さいということ、つまり、測定値の分布が平均値の周り

に集まっているということ、また、逆に標準偏差が大きいということは、平均値から遠く離れ

ている測定値が多くあることを意味する。 
標準偏差の算出は、以下の式による。 
 

データ郡：X1，X1，X1，X1，X1（ｎ個のデータ） 
平均値 ：ｍ 
標準偏差：σ 

 

σ＝ 
(X1－m)2＋(X2－m)2＋……＋(Xn－m)2 
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 平均値  σ 
 
 

データが平均値±

り、ｋの値が大きく

 

 

平均値－ｋ
ｋσの範囲をはずれる確率をεとすると

なるほど確率は小さくなっていく。 

 確率ε（

平均値± σ 31.
平均値±2σ 4.5
平均値±3σ 0.2
平均値±4σ 0.00
平均値＋ｋσ
ε／
、ｋとε
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の関係は下表
のようにな


